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1. はじめに 
大気圧プラズマジェットの工学，農業，医療への

応用に関する研究が活発に行われている。この技術
を安全かつ効果的に利用するためには、プラズマジ
ェットが水に与える影響を理解しなければならない。 
本研究では，ROS に反応するゲル状試薬を用いて、

様々な条件下でプラズマがターゲットに供給する
ROS の二次元濃度分布を調べてきた[1, 2]。今回、プ
ラズマジェットが液底への ROS 供給にガス流量が
与える影響ついて報告する。 

2. 実験装置と方法 
大気圧プラズマジェット発生器の模式図を Fig. 1

に示す。ガラス管(OD: 8 mm, ID: 2.5 mm)に 20 mmの
間隔で高電圧電極と接地電極を設けた。ガラス管に
混合ガス O2(1%)/He を流量 1 L/min で供給し、周波
数 3 kHz、電圧 10 kV0-pの高電圧を印加した。ROS
と呈色反応を起こすゲル状試薬[2]に水膜 1 mm張っ
たものをターゲットとし、照射距離 10 mmでプラズ
マジェットを水面に照射した。 

3. 実験結果と考察 
まず、液状試薬にプラズマジェットとオゾンを流

量 1 L/min でそれぞれ照射し、吸光度測定により同
じ吸光度になる時間を調べた。その結果、プラズマ
ジェット 195 s，オゾン照射 915 sの時に液状試薬の
吸光度は 2になった。 
次に、ゲル状試薬に水膜 1 mmを張り、上記の照

射時間でプラズマジェットとオゾンをそれぞれ照射
することで、水底に供給された ROS を検出した。水
底に到達した ROS の分布を可視化したものを Fig. 2
に示す。プラズマジェットとオゾン照射では、分布
範囲に大きな違いがでた。この吸光度測定の結果を
Fig. 3 に示す。呈色の濃さは大きな変化がなかった
が、プラズマジェットは呈色が中心に集まっている
のに対し、オゾン照射は円状に呈色しているのが分
かる。このことから今回の実験条件では、水底への
ROS供給の様子は異なることが分かった。今後の実
験では、流量を変化させ、それぞれの水底への ROS
供給に与える影響の違いを調べる予定である。 
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Fig.  3  Comparison of the relative  ROS 
concentration profiles at the water bottom 
between ozone irradiation and plasma jet. 
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Fig. 2 Typical ROS Distributions of ROS at the water 
bottom. 
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Fig. 1 Schematic diagram of experimental setup. 
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Fig. 3 Comparison of the relative concentration 

distribution at the water bottom between distilled 

water and saline. 

Fig. 2 Distributions of ROS at the water bottom. 
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Fig. 1 Schematic diagram of experimental setup. 
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プラズマジェットによって水底に輸送される ROS の検出 -水質の影響- 
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1. はじめに 
近年，大気圧プラズマの工業，農業，医療への応

用が注目されている。液体を含むターゲットにプラ
ズマを照射した時に発生する活性酸素(ROS)が重要
な役割を担っていると言われている。 

本研究では ROS に反応するゲル状試薬を用いて，
様々な条件下でプラズマがターゲットに供給する
ROS の二次元濃度分布を調べてきた[1~3]。今回，プ
ラズマジェットによって水底に輸送される ROS が，
水質によってどのように変化するのかを調べたので
報告する。 

2. 実験装置と方法 
Fig. 1 に大気圧プラズマジェット発生器の模式図

を示す。ガラス管(OD: 8 mm, ID: 2.5 mm)に高圧電極
と接地電極を設けたものである。電極に電圧 10 kV0-p, 

周波数 3 kHz の交流高電圧を印加しプラズマジェッ
トを発生させた。混合ガス O2(1%)/He を流量 3 L/min

で供給した。ROS と呈色反応を起こすゲル状試薬に
蒸留水または生理食塩水を 1 mm張ったものをター
ゲットとした。照射距離 10 mmでプラズマジェット
を水表面に照射した。 

3. 実験結果と考察 
Fig. 2 (a), (b)はそれぞれ蒸留水，生理食塩水を 1 

mm 張った場合の，水底にあるゲル状試薬表面の呈
色反応を示す。プラズマジェットは 300 s照射した。
蒸留水と生理食塩水での呈色反応を観察した結果，
目視では顕著な差はなかった。Fig. 3 は，Fig. 2(a), (b)

の呈色反応の吸光度を測定した結果である。蒸留水
に比べて生理食塩水の場合の最大吸光度は高い傾向
を示した。このことから，今回の実験条件下におい
ては，蒸留水または生理食塩水を張った場合に，プ
ラズマジェットが水底へ輸送する ROS の供給量に
若干の変化があると考えられる。発表では，導電率，
pH などの水質を変化させた場合の ROS 二次元濃度
分布への影響を調べた結果を報告する。 
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プラズマジェットによりアガロース膜を移動した活性酸素の検出 
Detection of ROS transported through agarose film by plasma jet 
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1. はじめに 
大気圧プラズマジェットの医療への応用に関する

研究が活発に行われている。この技術を安全かつ効
果的に利用するためには、生体膜を介したプラズマ
ジェットによる活性酸素種(ROS)輸送を理解しなけ
ればならない。 
今回、プラズマジェットによってアガロース膜を

通してターゲットに供給される ROS の検出を試み
たので報告する。 

2. 実験装置と方法 
大気圧プラズマジェット発生器の模式図を Fig. 1

に示す。ガラス管(OD: 8 mm, ID: 2.5 mm)に 20 mm 
の間隔で高電圧電極と接地電極を設けた。ガラス管
に混合ガス O2(1%)/He を流量 3 L/minで供給し、周
波数 3 kHz 、電圧 10 kV0-pの高電圧を印加した。ROS
と呈色反応を起こすゲル状試薬[1 - 3]にアガロース
膜を 1 mm張ったものをターゲットとし、照射距離
10 mm でプラズマジェットをアガロース膜表面に
照射した。 

3. 実験結果と考察 
照射時間のみを変化させて ROS 検出を行った結

果を Fig. 2 に示す。水膜 1 mm、照射時間 560 sでは
ROS による呈色反応が広範囲に観察できた。一方、
アガロース膜 1 mm、照射時間 720 sでも呈色反応が
観察できた。時間に 160 s の差はあるが、呈色範囲
の様子は大きく異なった。アガロース膜が ROS 輸送
に与える影響を明らかにする必要がある。今後、ア
ガロース膜を通しての ROS の輸送をより詳しく調
べていく予定である。 
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Fig. 1 Schematic diagram of experimental setup. 
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